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対象 と方法   
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運動プロフィール）として用いた。   
また，総合的手指運動機能の指標としてはSTEF  













































2．方 法   
術前1週間と術後1ケ月および術後3ケ月時におけ  
る上肢運動機能の各側面について経時的変化を調べ，  
回復の特徴について検討した。   
評価項目は頚髄脱落症状をFES，手指反復運動ス  
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手指運動機能検査  
評価時期（   ）検査日（ 年 月 日）検査者（）  
A：集団運動  
1：集団屈曲   
2：集団伸展   
3：内 転   
4：外 転   
5：手内筋プラス   
6：手内筋マイナス  





16：対 立  
17：三点つまみ  
18：内転つまみ  
合 計  
B：分離運動   
7：栂指水平外転   





合 計  
Rt  Lt  Rt  Lt  






＊算出 24÷項目得点合計×100（％）  





























・IP関節，MP関節の肢位が正しくない場合にはFull   
Rangeであっても基準は3とする。  
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表2 諸検査成績の経時的変化   
＊＊P＜0．01，＊P＜0．05  









あった。   
回数の変化は表2に示すように，術後1ケ月以後に  
ついては変化が認められなかった。  
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的除圧によって示指側の筋出力が顕著に回復すること  
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